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１．外陰部悪性黒色腫に対する炭素イオン線治療の治療成
績
柴 慎太郎，若月 優，小此木範之
鎌田 正（放射線医学総合研究所
重粒子医科学センター病院）
中野 隆史
（群馬大・重粒子線医学研究センター）
【目 的】 外陰部悪性黒色腫に対する炭素イオン線治療の
成績を報告する.【方 法】 2007年12月から2015年7
月に当院で炭素イオン線治療が行われた外陰部悪性黒色腫
患者,全14例の治療後の経過を遡及的に解析した.年齢中
央値は70歳,臨床病期はII期5例,III期1例,IV期6例,
術後再発2例であった.全例,総線量57.6 Gy(RBE)/16回
で治療が行われた.【結 果】 観察期間の中央値は24か
月 (5-66か月)で,2年全生存率,局所制御率,無再発生存率
はそれぞれ60％,100％,50％であった.Grade3以上の晩期
有害事象を認めなかった.再発形式は局所再発3例,予防
照射領域からの再発2例,遠隔転移5例であった.【結
語】 外陰部悪性黒色腫に対する炭素イオン線治療は安全
で有効である事が示唆された.
２．胆管癌に対する炭素線治療の初期成績
阿部 孝憲，渋谷 圭，中野 隆史
（群馬大院・医・腫瘍放射線学）
小山 佳成
（群馬大医・附属病院・画像診療部）
岡本 雅彦，清原 浩樹，大野 達也
（群馬大・重粒子線医学研究センター）
【目 的】 胆管癌に対する炭素線治療の初期成績を報告す
る.【方 法】 群馬大学重粒子線医学センターで炭素線
治療を施行した肝内胆管癌6例,肝門部胆管癌1例を解析
した.線量は肝門部腫瘍,または消化管近接腫瘍に52.8 Gy
(RBE),または60 Gy(RBE)を12回分割,肝内胆管癌に
52.8 Gy(RBE),または60 Gy(RBE)を4回分割で照射し
た.治療終了後,最初の1年間は3か月毎に,それ以降は6
か月毎にCTやMRIを撮影して局所制御,生存を評価し,
有害事象はCTCAE v4.0.で評価した.【結 果】 観察期
間中央値は16カ月であった.全7例中3例は胆管細胞癌
の組織診断があり,4例は臨床的診断であった.T因子は
T1 2例,T2a 2例,T3 1例,T4 2例であった.腫瘍径中央値
は49 mmであった.局所制御は7例中5例 (71％)で得ら
れ,生存は7例中6例 (86％)で得られていた.急性期,晩期
ともにグレード3以上の有害事象は認めなかった.【結
語】 胆管癌に対する炭素線治療は安全に施行できており,
初期成績は良好であった.
３．婦人科腫瘍における放射線治療後の照射野内または辺
縁リンパ節再発に対する重粒子線治療
若月 優，柴 慎太郎，小此木範之
鎌田 正（放射線医学総合研究所
重粒子医科学センター病院）
【目 的】 婦人科腫瘍の放射線治療後の照射野内/照射野
辺縁リンパ節再発に対する重粒子線治療の安全性と有効性
を評価する.【方 法】 2008年から2014年に,婦人科腫
瘍に対する放射線治療後に,照射野内リンパ節に再発をき
たした6例と,照射野辺縁リンパ節に再発をきたした5例
の計11例を対象とした.重粒子線治療による再照射は原
則,52.8 GyE/12回で行われた.【成 績】 再照射後の観
察期間中央値は31か月であった.重篤な有害事象の発生
は無く,重粒子線治療後の2年局所制御率91％,2年全生
存率91％であった.【結 論】 婦人科腫瘍における放射
線治療後の照射野内/辺縁リンパ節再発に対する重粒子線
治療は安全に施行され,治療の選択肢の一つとなる可能性
が示唆された.
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